
　

２
月
19
日
、
上
高
隈
町
の
中
津

神
社
で
「
鈎
引
き
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
鈎
引
き
は
、
雌め

か
ぎ鈎

と

雄お
か
ぎ鈎

の
２
本
の
神
木
を
上
高
隈
と

下
高
隈
の
２
地
区
に
分
か
れ
て
引

き
合
い
、
勝
っ
た
地
区
が
豊
作
に

な
る
と
さ
れ
、
今
年
は
、
昨
年
の

台
風
被
害
か
ら
の
復
興
も
併
せ
て

祈
願
。
通
常
引
き
合
い
は
、
３
回

勝
負
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は

１
回
目
早
々
に
雄
鈎
が
裂
け
る
と

い
う
約
30
年
ぶ
り
の
珍
し
い
出
来

事
が
起
こ
り
、
上
高
隈
地
区
が
勝

利
し
ま
し
た
。

豊
作
と
復
興
を
願
っ
て
「
鈎か
ぎ

引
き
祭ま
つ
り」

　

２
月
19
日
、
串
良
町
細
山
田
の

山
宮
神
社
で
、
「
山
宮
神
社
春
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全

を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
約
４
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
行
事
。
当

日
は
、
堂
園
、
馬ま
か
け掛

、
生い

く
る
す

栗
須
の

棒
踊
り
保
存
会
に
よ
る
「
正
月
踊

り
」
と
「
か
ぎ
引
き
」
が
行
わ
れ

た
後
、
木
製
の
牛
を
引
い
て
田
を

な
ら
す
「
田
打
ち
」
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
や
り
と
り
と
と
も
に
奉
納
さ

れ
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

約
４
０
０
年
の
伝
統
行
事
「
山
宮
神
社
春
祭
り
」

　

２
月
15
日
、
野
里
町
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た

「
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
」
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
掩
体
壕
」

は
戦
時
中
に
航
空
機
を
格
納
し
た
施
設
で
、
確
認
さ

れ
た
の
は
高
さ
約
２
．５
ｍ
、
長
さ
約
16
ｍ
、
幅
約
１
．

７
ｍ
の
、
盛
り
土
で
作
ら
れ
た「
掩
体
壕
」
の
一
部
。

市
平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
小こ

て
が
わ
き
よ
た
か

手
川
清
隆
さ
ん
は
、「
新
た

に
確
認
さ
れ
た
貴
重
な
戦
跡
を
、
今
後
の
平
和
学
習

に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

新
た
な
戦
跡
で
平
和
教
育
を
推
進

　

２
月
16
日
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
内
で
、
新

格
納
庫
建
設
に
伴
い
、２
月
下
旬
か
ら
解
体
さ
れ
る
「
掩

体
壕
」
の
報
道
機
関
向
け
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
補
強
・
移
設
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
傷

み
が
著
し
く
移
設
に
は
数
億
円
も
の
予
算
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
美
し
い
形
を
し
た

「
掩
体
壕
」
の
最
後
を
見
届
け
よ
う
と
、
多
く
の
報
道

陣
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

基
地
内
の
「
掩
体
壕
」
が
解
体

　

1
月
30
日
、
鹿
屋
市
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
「
（
仮
称
）

桜
ヶ
丘
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
工
事
」
の
着
工
に
伴
う

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
住
宅
は
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
学
問
を
両
立
で
き
る

学
童
施
設
や
親
子
で
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
が
併
設
さ

れ
る
子
育
て
支
援
住
宅
（
40
戸
）
で
、「
㈱O

オ

コ

ヤ

ス

K
O
Y
A
S
U
 

B

ベ

ー

ス

A
S
E

」
が
設
計
・
建
設
か
ら
管
理
・
運
営
ま
で
一
括
し

て
行
い
ま
す
。
入
居
の
募
集
案
内
等
は
今
年
の
夏
頃
か

ら
行
い
、
入
居
開
始
は
平
成
30
年
３
月
の
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援
住
宅
い
よ
い
よ
着
工

　

２
月
22
日
、
１
月
に
行
わ
れ
た

ボ
ク
シ
ン
グ
の
九
州
大
会
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
、

鹿
屋
市
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
の
内
村

源げ
ん
と斗

さ
ん
、
松
久
保
拓た

く
み海

さ
ん
、

荒
竹
一か

ず
ま真

さ
ん
の
３
人
と
、
準
優

勝
し
た
大
久
保
航わ

た
るさ

ん
が
関
係
者

と
と
も
に
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
「
鹿
屋
市
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
交
付
式
」
も
併
せ
て
行

わ
れ
、
対
象
者
を
代
表
し
て
荒
竹

さ
ん
と
大
久
保
さ
ん
に
奨
励
金
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
の
全
国
大
会
に
出
場

　

２
月
16
日
、
㈱
倉
岡
建
設
へ

の
日
本
赤
十
字
社
感
謝
状
伝

達
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
長
年
に
渡
り
多

額
の
寄
附
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
赤
十
字
事
業
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

多
額
の
浄
財
で
社
会
福
祉
に
貢
献

　

２
月
８
日
、
鹿
屋
商
工
会
議
所

で
「
第
７
回
ま
る
ご
と
〝
お
お
す

み
〞
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
商
談
会
〜

お
お
す
み
食
の
Ｅエ

ク

ス

ポ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
〜
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大

隅
半
島
の
魅
力
あ
る
豊
か
な
食
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
更
な
る
販
路
拡

大
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
、
鹿
屋
市
を
含
む
大

隅
地
域
の
42
事
業
者
が
参
加
し
、

県
内
外
28
社
の
バ
イ
ヤ
ー
に
自

慢
の
商
品
を
売
り
込
ん
で
い
ま
し

た
。

大
隅
自
慢
の
産
品
を
全
国
に
発
信

　

２
月
９
日
、
Ａオ

ー

ル
Ｌ
Ｌ
肝
属
中

学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
選
手
が
コ
ー
チ
ら
と
と
も
に

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
12
月
の
県
大
会

で
準
優
勝
し
、
３
月
に
佐
賀
市

で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
こ
と
か
ら
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
九
州
大
会
出
場
へ

　

２
月
17
日
、「
地
域
に
お
け

る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
調

印
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、高
齢
者
・
子
ど
も
・

障
が
い
者
の
見
守
り
、
道
路
損

傷
・
不
法
投
棄
な
ど
、
市
内
22

の
郵
便
局
が
確
認
し
た
情
報
を

市
に
提
供
す
る
協
定
で
す
。

郵
便
局
と
連
携
し
安
心
な
ま
ち
へ

自
転
車
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が
訪
問

　

２
月
８
日
、
和
歌
山
県
に
拠

点
を
置
く
、
プ
ロ
自
転
車
チ
ー

ム
の「
キ
ナ
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ

チ
ー
ム
」
の
選
手
、
監
督
ら
が

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
チ
ー
ム
が
２
月

７
日
〜
12
日
に
市
内
で
合
宿
を

し
た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

表　彰

商　業来　訪 地　域

　

２
月
17
日
、「
雇
用
対
策
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
鹿
児
島
労
働
局
と
市
が
連

携
し
て
、
雇
用
対
策
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

行
い
、
市
の
雇
用
・
労
働
環
境

の
改
善
と
就
労
支
援
強
化
の
た

め
締
結
さ
れ
た
も
の
で
す
。

連
携
し
て
就
労
支
援
強
化
を
図
る

連
携
し
て
再
犯
の
防
止
を
図
る

　

２
月
９
日
、「
保
護
観
察
に

付
さ
れ
て
い
る
者
の
就
労
支
援

に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
肝
属
保
護
区
保
護
司
会

と
市
が
連
携
し
て
、
保
護
観
察

対
象
者
の
就
労
を
支
援
し
、
再

犯
や
再
非
行
を
防
止
す
る
た
め

締
結
さ
れ
た
も
の
で
す
。

協　定
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